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第１章　導入第１章　導入第１章　導入第１章　導入第１章　導入・・・・・概説概説概説概説概説

１．１．１．１．１．１　商品概説１　商品概説１　商品概説１　商品概説１　商品概説

１）１）１）１）１）ＭＰＣ－６８４ＭＰＣ－６８４ＭＰＣ－６８４ＭＰＣ－６８４ＭＰＣ－６８４ ホストＣＰＵボードホストＣＰＵボードホストＣＰＵボードホストＣＰＵボードホストＣＰＵボード
ＣＰＵにＴＭＰ６８３４０ＰＵ２５を使用した３２ビットＣＰＵボードで、パルスボード、Ｉ／Ｏボードのホストに
なります。メモリーは標準で４ＭフラッシュＲＯＭを２個と４ＭＳＲＡＭを各２個搭載しています。フラッシュＲＯ
Ｍには、マルチタスクの専用インタプリタ「ＡＤＶＦＳＣ」が書き込まれており、専用ターミナルソフトでＢＡＳＩ
Ｃライクな実行プログラムを記述することができます。開発用ターミナルソフトは汎用ＰＣ（ＷＩＮＤＯＷＳ、ＤＯ
Ｓ）で動作し、専用のプログラミング装置を必要としません。
フォトアイソレートＲＳ－２３２ポートを３チャンネル備えています（プログラム用１、ユーザー用２）。
ＤＣ５Ｖのスイッチング電源を搭載しており、自己消費を含めて１Ａまで供給できます。

２）２）２）２）２）ＭＭＭＭＭＰＰＰＰＰＧＧＧＧＧ－－－－－６６６６６８８８８８ＫＫＫＫＫ　　　　　［［［［［保保保保保守守守守守品品品品品］］］］］ ＰＧボードＰＧボードＰＧボードＰＧボードＰＧボード
パルス発生専用ボードです。最高パルスレート１００kpps、３軸＋１軸または４軸直線補間動作です。パルス出力ポー
トは、フォトアイソレートされたＲＳ－４２２仕様のラインドライバーとなっています。パルス出力のモニターＬＥ
Ｄを追加しました。アドレス設定にわかりやすいロータリースイッチを採用しました。

３）３）３）３）３）ＭＰＧ－３１４ＭＰＧ－３１４ＭＰＧ－３１４ＭＰＧ－３１４ＭＰＧ－３１４ ４軸高速汎用ＰＧボード４軸高速汎用ＰＧボード４軸高速汎用ＰＧボード４軸高速汎用ＰＧボード４軸高速汎用ＰＧボード
［特徴］４軸パルス発生ボードです。各軸単独パルス発生、軸選択任意の直線円弧補間機能を備えています。最大パル
スレートは４Ｍｐｐｓで、Ｓ字加減速機能も備えています。

４）４）４）４）４）ＭＭＭＭＭＰＰＰＰＰＧＧＧＧＧ－－－－－４４４４４０００００５５５５５　　　　　［［［［［保保保保保守守守守守品品品品品］］］］］ 高速ＰＧボード高速ＰＧボード高速ＰＧボード高速ＰＧボード高速ＰＧボード
最大４軸、最高４０９ppsの高速パルス発生専用ボードです。２軸（ＸＹ）直線補間＋１軸（Ｕ）の３軸同時パルス発
生が可能です。ＸＹとＵには異なる加減速パターンを設定できるので、ＸＹがサーボモーター、Ｕがステップモーター
といった変則的な装置にも対応できます。また、加減速にはＳ字モードを選択することができ、装置の振動軽減、高
速化にも効果的です。さらに、円弧補間やパルスレートの途中変更もサポートしています。塗布機、巻線機、バリ取
り機などにも応用できます。

５）５）５）５）５）ＭＰＧ－３２０２ＭＰＧ－３２０２ＭＰＧ－３２０２ＭＰＧ－３２０２ＭＰＧ－３２０２ Ｓ字対応ＰＧ＆エンコーダカウンタボードＳ字対応ＰＧ＆エンコーダカウンタボードＳ字対応ＰＧ＆エンコーダカウンタボードＳ字対応ＰＧ＆エンコーダカウンタボードＳ字対応ＰＧ＆エンコーダカウンタボード
２軸分のパルス発生・カウンタＩＣを搭載した汎用ＰＧボードです。パルス出力及びエンコーダインターフェースは
ＲＳ－４２２仕様となっており高速（１Mpps）パルス出力、入力に対応します。搭載のＰＧＩＣは「Ｘ３２０２」で
Ｓ字加減速に対応、様々なインテリジェント機能を備えています。最大８枚（１６軸）をサポートし、各軸は別々の
タスクで非同期制御が可能です。

６）６）６）６）６）ＭＯＰ－０９６ＭＯＰ－０９６ＭＯＰ－０９６ＭＯＰ－０９６ＭＯＰ－０９６ ９６点オープンコレクタ出力ボード９６点オープンコレクタ出力ボード９６点オープンコレクタ出力ボード９６点オープンコレクタ出力ボード９６点オープンコレクタ出力ボード
９６点出力を備えた専用出力ボードです。出力インターフェースはＲＮ１４２３（東芝）を使用したオープンコレク
タ出力で、制御電流は１出力あたり１００ｍＡです。このため、リレー、小型空圧制御用ソレノイドがそのまま接続
できます。また、ＤＣ５Ｖでも動作するためＴＴＬ出力インターフェースとしても使用できます。アドレスはＤＳＷ
スイッチで指定します。ＭＰＣ－６８４は４枚までのＭＯＰ－０９６をサポートします。

７）７）７）７）７）ＭＯＰ－０４８ＭＯＰ－０４８ＭＯＰ－０４８ＭＯＰ－０４８ＭＯＰ－０４８ ＫＫＫＫＫ ４８点トランジスタ出力ボード４８点トランジスタ出力ボード４８点トランジスタ出力ボード４８点トランジスタ出力ボード４８点トランジスタ出力ボード
４８点の出力を備えた専用出力ボードです。各出力にはＬＥＤモニタが備えられています。出力インターフェースは
ＴＤ６２００４を使用したオープンコレクタ出力で、制御電流は１出力あたり１００ｍＡです。このため、リレー、小
型空圧制御用ソレノイドがそのまま接続できます。また、５Ｖでも動作するためＴＴＬ出力インターフェースとして
も使用できます。アドレスはＤＩＰスイッチで指定することができます（フルデコード）。ＭＰＣ－６８４は８枚まで
のＭＯＰ－０４８をサポートしています。
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８）８）８）８）８）ＭＩＰ－０９６ＭＩＰ－０９６ＭＩＰ－０９６ＭＩＰ－０９６ＭＩＰ－０９６ ９６点フォトカプラ入力ボード９６点フォトカプラ入力ボード９６点フォトカプラ入力ボード９６点フォトカプラ入力ボード９６点フォトカプラ入力ボード
９６点の入力を備えた専用入力ボードです。入力インターフェースはＴＬＰ－１８１を使用したフォトカプラ入力で、
制御電流は１入力あたり３．５ｍＡです（ＤＣ２４Ｖの場合）。また、抵抗アレイを交換すると５Ｖでも動作するため
ＴＴＬ入力インターフェースとしても使用できます。アドレスはＤＳＷスイッチで指定することができます。ＭＰＣ
－６８４は４枚までのＭＩＰ－０９６をサポートしています。ＭＩＰ－０９６は２線式センサ対応用抵抗アレイＳＩ
Ｐソケットが備えられています。

９）９）９）９）９）ＭＩＰ－０４８ＭＩＰ－０４８ＭＩＰ－０４８ＭＩＰ－０４８ＭＩＰ－０４８ ４８点フォトカプラ入力ボード４８点フォトカプラ入力ボード４８点フォトカプラ入力ボード４８点フォトカプラ入力ボード４８点フォトカプラ入力ボード
４８点の入力を備えた専用入力ボードです。各入力にはＬＥＤモニタが備えられています。入力インターフェースは
ＴＬＰ－５２１を使用したフォトカプラ入力で、制御電流は１入力あたり２ｍＡです。また、抵抗アレイを交換する
と５Ｖでも動作するためＴＴＬ入力インターフェースとしても使用できます。アドレスはＤＩＰスイッチで指定する
ことができます（フルデコード）。ＭＰＣ－６８４は８枚までのＭＩＰ－０４８をサポートしています。ＭＩＰ－０４
８には２線式センサ対応用の抵抗ソケットが備えられています。　　

１０）１０）１０）１０）１０）ＩＯＰ－０４８ＩＯＰ－０４８ＩＯＰ－０４８ＩＯＰ－０４８ＩＯＰ－０４８ ２４点入力２４点出力ボード２４点入力２４点出力ボード２４点入力２４点出力ボード２４点入力２４点出力ボード２４点入力２４点出力ボード
入力２４出力２４点のＩ／Ｏボードです。入出力回路はＭＩＰ，ＭＯＰと同等ですが、一枚のボードに入出力が揃っ
ているためにコンパクトな構成とすることができます。

１１）１１）１１）１１）１１）ＭＲＳ－４０２ＭＲＳ－４０２ＭＲＳ－４０２ＭＲＳ－４０２ＭＲＳ－４０２ 拡張ＲＳ－２３２Ｃボード拡張ＲＳ－２３２Ｃボード拡張ＲＳ－２３２Ｃボード拡張ＲＳ－２３２Ｃボード拡張ＲＳ－２３２Ｃボード
ＭＰＣ－６８４には２ＣＨのユーザー用ＲＳ－２３２Ｃがあります。これでも不足の時はＭＲＳ－４０２で拡張して
下さい。１枚で２ＣＨ、２枚まで増設可能です。

１２）１２）１２）１２）１２）ＭＰＳ－３２４ＭＰＳ－３２４ＭＰＳ－３２４ＭＰＳ－３２４ＭＰＳ－３２４ ３Ａ電源＆リレー出力ボード３Ａ電源＆リレー出力ボード３Ａ電源＆リレー出力ボード３Ａ電源＆リレー出力ボード３Ａ電源＆リレー出力ボード
バスボードにＤＣ５Ｖを３Ａまで供給できる小型のレギュレーターが搭載されています。パルスやＩ／Ｏボードの数
が多い・他社のボードを使う、などでＣＰＵの１Ａ電源では足りないときなどに使います。
さらに、ＭＰＳ－３２４には８個のリレー出力が備えられています（リレーは４個のみ実装）。パトライトの駆動など
に利用できます。

１３）１３）１３）１３）１３）ＭＢＫ－６８ＭＢＫ－６８ＭＢＫ－６８ＭＢＫ－６８ＭＢＫ－６８ タッチパネルインターフェースボードタッチパネルインターフェースボードタッチパネルインターフェースボードタッチパネルインターフェースボードタッチパネルインターフェースボード
ＭＢＫ－６８はＭＰＣ－６８４に次の機能を追加します。ＭＢＫ－６８はラック右端（ＣＰＵボードとは反対側）に
挿入して下さい。

バスターミネータ素子でバス反射を防止して大規模システムの信頼性が向上します。
７セグメント表示器で実行時の文番号をリアルタイムにモニタできます。
㈱デジタル社製タッチパネルＧＰ７０シリーズを接続できます。
大規模データ配列を扱うことができます。

１４）１４）１４）１４）１４）ＭＰＣ－ＳＬＩＮＫＭＰＣ－ＳＬＩＮＫＭＰＣ－ＳＬＩＮＫＭＰＣ－ＳＬＩＮＫＭＰＣ－ＳＬＩＮＫ ＳｌｉｎｋＩ／ＯボードＳｌｉｎｋＩ／ＯボードＳｌｉｎｋＩ／ＯボードＳｌｉｎｋＩ／ＯボードＳｌｉｎｋＩ／Ｏボード
ＭＰＣ－ＳＬＩＮＫはサンクスＳＬＩＮＫシステムをサポートするボードです。サンクス製ホストモジュールが2個搭
載されています（入出力点数 １２８／１モジュール）。最大４枚サポートで１０２４点までの入出力が制御できます。

１５）１５）１５）１５）１５）ＲＡＣＫ－６８ＫＲＡＣＫ－６８ＫＲＡＣＫ－６８ＫＲＡＣＫ－６８ＫＲＡＣＫ－６８Ｋ（（（（（３３３３３スススススロロロロロッッッッットトトトト））））） ＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラック
ＲＡＣＫ－Ｎ６ＲＡＣＫ－Ｎ６ＲＡＣＫ－Ｎ６ＲＡＣＫ－Ｎ６ＲＡＣＫ－Ｎ６（（（（（６６６６６スススススロロロロロッッッッットトトトト））））） ＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラック
ＲＡＣＫ－Ｎ１３ＲＡＣＫ－Ｎ１３ＲＡＣＫ－Ｎ１３ＲＡＣＫ－Ｎ１３ＲＡＣＫ－Ｎ１３（（（（（１１１１１３３３３３スススススロロロロロッッッッットトトトト））））） ＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラックＭＰＣ－６８４専用ラック

ＭＰＣ－６８４用専用ボードラックです。ボードピッチは２０ｍｍと高密度設計されています。標準添付の取付フラ
ンジは天・底・前・後ろいずれの方向にも取付可能となっています。ＲＡＣＫ－６８Ｋには３，６，１３スロットが
あります。また、別売の連結キットによってラックを２連結することができます。６スロットラックは左右どちらに
も配置できますが、３スロットラックは、右側のみの配置となります。バス構造はＰＣ９８Ｉ／Ｏバス準拠となって
いますので、市販の９８用Ｉ／Ｏボードを各種使用することができます。
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１．１．１．１．１．２　システムの構成２　システムの構成２　システムの構成２　システムの構成２　システムの構成

１）１）１）１）１）構成のポイント構成のポイント構成のポイント構成のポイント構成のポイント
ＭＰＣ－６８４でシステムを構成する場合のポイントは、まず、パルス発生を必要とするかどうか、その次にシステ
ムの規模はどれほどか、ということです。パルス発生を行う場合はパルス発生ボードとしてＭＰＧ－６８ＫまたはＭ
ＰＧ－４０５を用意してください。使うボードの数は、制御する軸数、Ｉ／Ｏ点数、システムのユニット構成などに
よって決まります。特に、パルスボードは多軸同時制御なのか、単軸制御なのか、その複合なのか、その場合各軸が
同期するのかしないのか、などをよく検討し、ボードの数や割り当てる軸をきめます。パルス発生ボードは同時３軸
または同時４軸制御が可能です。ＸＹ＋ＺやＸＹＵ＋ＺのロボットをＭＰＧ１枚で構築できます（Ｉ／Ｏは別です）。
単軸のエレベーターなどがいくつかある場合、それぞれが非同期で動くのか、同期して動くかで必要なボードの数も
変わります。後者の場合は、１枚のＭＰＧで複数の軸を制御することも可能ですが、前者では軸の数だけＭＰＧが必
要になります。パルス発生ボードは２３タスクそれぞれに割り当てることができるので、タスク単位での軸制御が行
えます。
次に重要なのは電源の問題です。ＭＰＣ－６８４には１Ａの電源を搭載していますが、３００ｍＡを自己消費します。
このため、他のボードに供給できるのは７００ｍＡです。

☆☆☆☆☆各ボード１枚当りの消費電流各ボード１枚当りの消費電流各ボード１枚当りの消費電流各ボード１枚当りの消費電流各ボード１枚当りの消費電流
ＭＰＣ－６８４  ３００ｍＡ
ＭＰＧ－６８Ｋ  １５０ｍＡ
ＭＰＧ－４０５  １８０ｍＡ
ＭＯＰ－０４８  ８０ｍＡ
ＭＩＰ－０４８  ３０ｍＡ
ＩＯＰ－０４８  ５０ｍＡ

消費電流の総和が１Ａを超える場合は３Ａの供給能力のあるＭＰＳ－３２４を使用します。ＭＰＳ－３２４を使用す
る時はＭＰＣ－６８４のＪＰ－１を解放にします。

２）２）２）２）２）ＭＰＣ－６８４の構成例ＭＰＣ－６８４の構成例ＭＰＣ－６８４の構成例ＭＰＣ－６８４の構成例ＭＰＣ－６８４の構成例
例えば１本の搬送コンベアーに製品の組立などをするＸＹＺ＋Ｕの４軸ロボットが１機、コンベアーの両側に除給材
用のパルスモーターを使った１軸のエレベータが２機、センサー、ソレノイドバルブ等のＩ／Ｏが各６０点ほどのマ
シンでのＭＰＣ－６８４の構成を考えてみます。まず必要なのがＭＰＣ－６８４です。パルス発生にはＭＰＧ－６８
Ｋを使います。４軸ロボットはＭＰＧ－６８Ｋ１枚で制御できます。除給材のエレベーターは非同期で動かしたいの
でそれぞれにＭＰＧ－６８Ｋを用意します。Ｉ／Ｏボードは、４８点タイプなら２枚づつ必要です。
次に、消費電流を計算します。

Imax=300mA+(150mA*3)+(80mA*2)+(30ma*2)
    =860mA

この場合は１Ａ以下なのでＭＰＣ－６８４でまかなえます。使用するボードは計８枚です。
ラックはＲＡＣＫ－Ｎ１３を用います。

ＭＰＣ－６８４ ×１
ＭＰＧ－６８Ｋ ×３
ＭＯＰ－０４８ ×２
ＭＩＰ－０４８ ×２
ＲＡＣＫ－Ｎ１３ ×１

これをラックに納めたのが図１です。ラック組立時はバスボード
の上下方向に注意して下さい。図１ではバスボードのシルク印刷
が成立する方向になります。また、ＭＰＣ－６８４はラックの左
端に挿入して下さい。その他のボードの順番や間隔の制約はあり
ません。

 

図１ 

バスボード 
シルク印刷が
正立する方向 

⑤
MIP-048  #1 

④
MPG-68K  #3 

③
MPG-68K  #2 

②
MPG-68K  #1 

①
MPC-684 

⑥
MIP-048  #2 

⑦
MOP-048  #1 

⑧
MOP-048  #2 
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☆各ボードの設定☆各ボードの設定☆各ボードの設定☆各ボードの設定☆各ボードの設定（（（（（ハハハハハーーーーードドドドド編編編編編）））））
①ＭＰＣ－６８４
出荷時の状態で使用します（アドレスなどの設定はありません）。電源ボードＭＰＳ－３２４を使用する時はＪＰ－１
のヒューズを取り除きます。

②ＭＰＧ－６８Ｋ＃１の設定
このボードはアドレスＥ０として使用します。出荷時にはＥ０に設定されています。

③ＭＰＧ－６８Ｋ＃２の設定
このボードはアドレスＥ４で使用します。

④ＭＰＧ－６８Ｋ＃３の設定
このボードはアドレスＥ８で使用します。

⑤ＭＩＰ－０４８＃１の設定
ＤＩＰ１は全てＯＮ
ＤＩＰ２は図５
入力ポートは１９２～２３９になります。（出荷時）

⑥ＭＩＰ－０４８＃２の設定
ＤＩＰ１は全てＯＮ
ＤＩＰ２は図６
入力ポートは２４０～２４７になります。

⑦ＭＯＰ－０４８＃１の設定
ＤＩＰ１は全てＯＮ
ＤＩＰ２は図７
出力ポートは０～４７になります。（出荷時）

⑧ＭＯＰ－０４８＃２の設定
ＤＩＰ１は全てＯＮ
ＤＩＰ２は図８
出力ポートは４８～９５になります。

☆各ボードの設定☆各ボードの設定☆各ボードの設定☆各ボードの設定☆各ボードの設定（（（（（ソソソソソフフフフフトトトトト編編編編編）））））
⑤⑥⑦⑧のＭＩＰ－０４８及びＭＯＰ－０４８の入出力の設定及び初期化にはＳＥＴＩＯコマンドがありますがこの
構成例では再設定の必要はなく、デフォルトの設定で使用することができます。
②③④のＭＰＧはＰＧコマンドにより任意のタスクに引き当てます。例えば

#PG &HE0 3
#PG &HE4 10
#PG &HE8 22

とすると②のＭＰＧはタスク３、③のＭＰＧはタスク１０、④のＭＰＧはタスク２２に引き当てられます。この場合
タスク３でパルス発生コマンドは②のＭＰＧに対しての命令となります。
尚、ターミナルソフトでのダイレクトなコマンド実
行はタスク０で行われるため前記のようにタスク０
以外に引き当てられたＭＰＧに対してはティーチ
モードやパルス発生コマンドを実行することができ
ません。
タスク０より他のタスクのＭＰＧを操作する場合は
ＰＧＳＥＬコマンドを使い、一時的に引き当てを変
更します。次の図はその操作例でこれによりタスク
３に引き当てられた②のＭＰＧに対してティーチン
グやパルス発生のコマンドの実行ができます。

#PGSEL
 PG[0,00]
     ↓ ＜ＴＡＢ＞＜＋＞＜－＞キーで変更
 PG[1,00]
     ↓
 PG[2,00]
     ↓
 PG[3,E0]
# ＜Ｑ＞キーでＰＧＳＥＬモード終了

ＰＧＳＥＬ　実行例

IR
2

IR
1

A3A4A5A6A7

ON
DIP2

12345678

図６

IR
2

IR
1

A3A4A5A6A7

ON
DIP2

12345678

図７

IR
2

IR
1

A3A4A5A6A7

ON
DIP2

12345678

図８

図５IR
2
IR
1

A3A4A5A6A7

ON
DIP2

12345678

E

SW
2

図２
0

SW
1

E

SW
2

図３4

SW
1

E

SW
2

図４8

SW
1
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１．１．１．１．１．３　設計上の注意と基本テクニック３　設計上の注意と基本テクニック３　設計上の注意と基本テクニック３　設計上の注意と基本テクニック３　設計上の注意と基本テクニック

ＭＰＣ－６８４は９８ボードサイズの基板の中にＩ／Ｏ制御、パルス発生、ＲＳ－２３２Ｃ通信を一括サポートして
います。このため、パルス発生やＲＳ－２３２Ｃなどのデリケートな信号を扱う場合には相当の注意が必要です。Ｉ
／Ｏ制御については一般の空圧制御用ソレノイドの駆動には特別注意を払わなくても良いように設計されていますが、
シーケンサのように重装備ではありません。溶接器やイオナイザのように強電界を発生させる周辺機器がある場合に
は相応の対策が必要です。

１）１）１）１）１）電　源電　源電　源電　源電　源
ＭＰＣの電源消費電流は最大でも数１００ｍＡ～２Ａ（５Ｖ）程度見込んでおけば十分です。このため、コントロー
ラ自体の発熱は殆どありませんので、強制空冷などは必要ありません。注意すべきことは、ＤＣ２４Ｖの与え方です。
原則としてＭＰＣの電源となるＤＣ２４Ｖをスイッチで直接オン・オフしないで下さい。電源のオン・オフはスイッ
チング電源の一次側で行いＭＰＣに直接オン・オフサージが入らないようにします。ＤＣ２４Ｖ側でオン・オフする
場合はＭＰＣの電源入力に２００μＦ程度のコンデンサを追加し、スイッチにはサージキラーを接続しておきます。

２）２）２）２）２）アースについてアースについてアースについてアースについてアースについて
装置の中でのＤＣ２４Ｖの０Ｖ側は電源ユニットでＦＧに一点アースして下さい。もちろん工場の中に装置が設置さ
れたら工場配線のＦＧも確認して下さい。ＦＧはエネルギー供給線でないために実際には不具合が発見されにくくＦ
Ｇの端子が配線されていなかったり、末端でアース棒に接続されていないようなこともあります。
アースが不完全だと、他の装置のノイズを拾ったり、感電したり、またコントローラを破損したりします。これは、２
００Ｖ給電の装置ではＦＧを接続しない場合の漏洩電圧が１５０Ｖぐらいあるためです。ＦＧが完全な場合でもＤＣ
２４Ｖの０Ｖ側がアースされていないと２４Ｖラインにはこの漏洩電圧がかかっていることになります。外部機器が
センサやソレノイドだけの場合にはこれは問題ではありませんが、外部の装置とＲＳ－２３２Ｃで結合する時に問題
となります。プログラム中にＡＣ１００Ｖから給電を受けるパソコンを接続する時にはこの電圧がＲＳ－２３２Ｃに
かかります。コントローラを暴走させたりプログラムを破損、あるいはインターフェースを破壊することもあります。
ＭＰＣ／ＭＲＳのＲＳ－２３２Ｃポートはフォトカプラで絶縁されていますが十分に安全を考慮して下さい。

３）３）３）３）３）Ｉ／ＯＩ／ＯＩ／ＯＩ／ＯＩ／Ｏ
ＭＰＣ－６８４の電源はＤＣ２４Ｖです。ＤＣ１２Ｖでも使用できますがこの時は入力ポートのＯＮ電流が著しく低
くなるため注意が必要です。入力ポートのＯＮ電流はＤＣ２４Ｖで３．５ｍＡ、ＤＣ１２Ｖで１．６ｍＡです。この
ため、アンプ内臓型の２線式センサを使用するには抵抗を追加する必要があります。ＭＩＰ－０４８のプルアップ抵
抗用ソケットに２．７ＫΩ（１／４Ｗ以上）の抵抗アレイを実装して下さい。出力ポートはオープンコレクタ出力で
す。使用されているトランジスタは東芝ＴＤ６２００４ＡＰです。ソレノイドバルブ、リレー等のコイル負荷を接続
する場合は必ずサージ抜きのダイオードを付けて下さい。

DC24V
AC200

FG

DC24V
AC200/100

10 μ 35V

200 μ 35V  
FG

10 Ω

GND   

GND電源 ＭＰＣ

良い例

悪い例対処例

電源 ＭＰＣ

・電源のＯＮ／ＯＦＦは一次側

・ＤＣ２４Ｖが１点アース

・装置アースが接地されている
　こと

・ＭＰＣの直前にコンデンサを
入れて電源のチャタリングを
防ぐスイッチにはサージキラ
ーを入れてチャタリングを防
止する。またＤＣ２４Ｖは１
点でアースする。
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４）４）４）４）４）パルス信号パルス信号パルス信号パルス信号パルス信号
パルス信号は複雑な装置では欠かせないものです。また、Ｉ／Ｏ制御線やモータのドライブ線は完全に分離すること
は難しいのですが信号の性質上できる限り干渉しないように配線・設計すべきです。
もしも１５分に一つのノイズがパルスとして混入しても一日の間には３０パルスもの累積誤差になってしまいます。ま
た、ＭＰＣのパルス出力はコントローラの内部回路が直接オープンコレクタ出力を駆動しています。
このため、このパルス出力ポートに直接ノイズが混入するとコントローラの停止を招いたり、誤動作を引き起こすこ
とがあります。
ノイズの混入原因としてはパルスポートの引き回しすぎ、あるいは信号の接続先であるドライバのアース不良が考え
られます。また、ドライバの一次側をスイッチで強制オン・オフする場合にも相当のノイズ発生が考えられます。さ
らに、信号線を著しく引き延ばしたり、何回も中継コネクタを経ると減衰してしまいます。
パルス信号の引き回しやドライバサイドでのノイズの発生が考えられればＰＩＦ－４２２などを使用してノイズから
の絶縁分離と信号の強化をはかります。

１．１．１．１．１．４　周辺機器４　周辺機器４　周辺機器４　周辺機器４　周辺機器

１）１）１）１）１）ＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２について
ＭＰＣ－６８４の内部５Ｖを＋ＤＣとしたオープンコレクタとなっており信号線の引き回しや、何回ものコネクタの
中継には耐えられません。また、２００Ｖ系ＡＣサーボが発生するノイズに対しても信頼性がありません。こうした
場合に信号の増強と、ノイズリダクションの為にＰＩＦ－４２２を使用します。ＰＩＦ－４２２はフォトカプラ入力、
ＲＳ－４２２仕様の差動ドライブ出力となっています。また、入力ポートにはパルスモニタ用のＬＥＤがありますの
でシステムのデバッグが容易になります。取付配線はこれまで直接接続としていたのをＰＩＦを中間に挿入中継とし
ます（ＭＰＣ完全ピンコンパチブル）。回路構成は次の図に示すとおりです。ＭＰＣパルス出力を高速フォトカプラの
ＴＬＰ－５５２が受け取り、内部回路によって差動信号に変換します。このため、ＰＩＦ－４２２～ドライバ間で混
入したノイズはＭＰＣには影響を与えにくくなり信頼性が向上します。また、差動ドライブに変換された信号はオー
プンコレクタに比べて電圧マージンが高く、コネクタ中継や配線の引き回しに対して減衰しにくくなります。表示用
ＬＥＤはフォトカプラ入力と直列接続となるため、このＬＥＤが点滅すればＰＩＦまで信号が届いていることになり
ます。
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ＭＰＣコントローラ 

添付品： 
１６ピンフラット用 

パルス表示ＬＥＤ 

Ｊ２：出力側 

Ｊ１：入力側 

この間は短く この間引延ばし可 
Ｊ３：ＤＣ２４Ｖ 

ＡＣサーボ 

サーボモータ 

CEP-027 PIF-422 

ＰＩＦ－４２２ 接続例 

ＡＣ入力 

差動入力インターフェースの 

ACCEL 

ＭＰＣ 

 装置の中はノイズ源でいっぱい    

AC200/100 

ＡＣサーボ 

サーボモータ 

インダクションモータ 

ダイオード無しのリレー 
ソレノイド 

ゼロクロスＯＮ／ＯＦＦでない 
モータの制御 

電源 

DC24V 

FG 

アースの不明確なＡＣ入力の 
サーボドライバ 

ＭＰＣ 
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接続方法は次の図のように、ＭＰＣのパルス出力とドライバの間に挿入します。電源はＭＰＣと同じくＤＣ１２Ｖ～
２４Ｖが必要です。配線上で留意することは、ＭＰＣ～ＰＩＦ間を短くすることです（５０ｃｍ以内）。ＰＩＦ～ドラ
イバ間はある程度長くなっても安全です。Ｊ１側の入力はＭＰＣのパルス出力コネクタとフラットケーブルで接続で
きます。添付品の圧接コネクタを使用して接続ケーブルを製作して下さい。出力のＪ２側はＭＰＣのパルス出力コネ
クタとほぼ同等ですが差動ドライブのため入力に逆電圧がかかります。単純なフォトカプラ入力には逆電圧キャンセ
ル用のダイオードを付加して下さい。又、ＴＴＬ入力のものにはＳＧが必要となります。この時はＪ３の２，４ピン
のＳＧを使用して下さい。

【構　成】
ＰＩＦ－４２２はＤＩＮレール対応のプラス
ティックのケースに収納し装置に固定する事が
できます。適合ケースは東洋技研製（型式：ＰＣ
ＭＬ－６０Ｓ０２）です。ケースに入った状態の
大きさは６５×９５×５２（Ｗ×Ｌ×Ｄ）です。

　Ｊ１

1 X-CW+   2 X-CW-
3 X-CCW+  4 X-CCW-
5   Y-CW+   6 Y-CW-
7 Y-CCW+  8 Y-CCW-
9 U-CW+   10 U-CW-
11 U-CCW+  12 U-CCW-
13 Z-CW+   14 Z-CW-
15 Z-CCW+  16 Z-CCW-

Ｊ２

1 X-CW    2 (X-CW)
3 X-CCW   4 (X-CCW)
5 Y-CW    6 (Y-CW)
7 Y-CCW   8 (Y-CCW)
9 U-CW    10 (U-CW)
11 U-CCW   12 (U-CCW)
13 Z-CW    14 (Z-CW)
15 Z-CCW   16 (Z-CCW)

Ｊ３

1  +DC
2  SG
3  GND
4  SG

【ピンアサイン表】

ＳＧは論理出力のグラン
ドでＧＮＤとは電位が異
なります。電源は＋ＤＣ
にプラス側，ＧＮＤにマ
イナス側を加えます。

ＣＷ＋はアノ－ド側
ＣＷ－はカソード側

奇数番は正論理出力
偶数番は負論理出力です
（ ）付信号は“Ｌ”アクテ
ィブを示す

SN75158

TC74HC14

TLP552

RAA
8
7

6

5

ＭＰＣ ＰＩＦ－４２２ ４２２対応
各種ドライバ

J1-1
J1-2

J2-1

J2-2

C4
VCCOC

２
３ A

Z

Y
LED1

【回路図】

������
������

添付品

HIF-3BA-16D-2.54R 　×2

H4P-SHF-AA        　×1

BHF-001T-0.8SS    　×4

CEP-027 PIF-422

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾎｰﾙ3.5 φ×460
50

80 92
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ＭＰＣコントローラ パルス表示ＬＥＤ 

Ｊ２：出力側 

Ｊ１：入力側 

この間は短く この間引延ばし可 
Ｊ３：ＤＣ２４Ｖ 

ＡＣサーボ 

サーボモータ 

CEP-027 PIF-422 

ＡＣ入力 
ACCEL 

 

＊必ず５Ｖで使用 
 して下さい。 

ＭＰＣ 
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+DC

GND

３線式センサーの入力

有接点スイッチの入力

ソレノイドバルブ
リレー等の出力

2
アンプ内臓型の２線式センサーを接続す
る時はＭＩＰ－０４８のボード上にプル
アップ抵抗を実装します。（→第７章ハ
ードリファレンス参照）

4

3

+DC

GND

OUT
+DC
GND

4

4

2

1

1

1
3

+DC(24V)
GND

1
1 +DC
2 (IN)
3 (OUT)
4 GND

2

☆Ｊ３電源コネクタの配線

モレックス５５５７－０２Ｒ

1

2

3

4

+DC

J1
J2

GND

IO0～IO23
☆回路略図

２，３が入力になるか出力に
なるかは接続されるボードや
設定でかわります。

3 4

2

モレックス５５５７－０４Ｒ

２）２）２）２）２）ＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４について
ＩＯＤ－０２４は配線用Ｉ／Ｏ分配ＢＯＸです。ＭＰＣのＩ／Ｏコネクタ（５０ｐｉｎもしくは２６ｐｉｎ）とフラッ
トケーブルで接続することにより、各Ｉ／Ｏが１個ずつのコネクタに分配されます。これにより、様々なタイプの入
出力に簡単に対応することができます。また、ＩＯＤ－０２４には入出力の状態をモニターできるＬＥＤが備えられ
ており、保守性も向上します。
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１．１．１．１．１．５　プログラムの方法５　プログラムの方法５　プログラムの方法５　プログラムの方法５　プログラムの方法

ＷｉｎｄｏｗｓあるいはＤＯＳパソコンを用います。現在、ＦＴＭＷは、Ｗｉｎ９８・ＷｉｎＮＴのもとで使用でき
ます。ＦＴＭＷは次の機能をサポートする統合プログラミングツールです。おおまかに次の要素よりなりたっていま
す。

オフラインエディタ 机上でのプログラム作成ツールです。
オンラインプログラミングール 装置と接続してリアルタイムに編集・デバグおよびＩＯチェックするツール

です。
システムローダ ＭＰＣの保守に用います。

いずれの機能もＦＴＭＷの起動メニューから使用することができます。
ここでは、基本的な編集方法を解説します。この他の操作方法はＨｅｌｐ（98DOSは[HELP]、DOS/VとPC/ATは[End]ｷｰ､
Winは <f･7>[Vlist]またはFTMW32.HLP）をご覧下さい。

１）１）１）１）１）プログラムエリアの初期化プログラムエリアの初期化プログラムエリアの初期化プログラムエリアの初期化プログラムエリアの初期化
初めてプログラムをするときや、いま入っているプログラムを消したいときはＮＥＷコマンドでプログラムエリアの
初期化を行います。このあとＦＲＥＥコマンドを実行すると、６８４出荷時のｍモデルでは２３００００と表示され
ますが、これはプログラムエリアの空き容量が２３０kbyteあるという意味で、約１００００ステップのプログラムを
記述することができます。

#new
#free
        230000
#

２）２）２）２）２）プログラムの入力プログラムの入力プログラムの入力プログラムの入力プログラムの入力

10 do
20 for i=0 TO 47
30 on i
40 time 100
50 off i
60 next I
70 loop

前記のプログラムはＭＯＰ－０４８の出力ポートを順番にオン・オフしていきます。このプログラムを入力するには、
前記に書かれた通りに一行ずつします。一行の入力はリターンキーで完了します。入力が終了したらＬＩＳＴコマン
ドで内容を確認します。正しく入力されていれば次のような画面になります。

#
10 do
20 for i=0 TO 47
30 on I
40 time 100
50 off I
60 next I
70 loop
#list 0
10      DO
20        FOR i=0 TO 47
30          ON i
40          TIME 100
50          OFF i
60        NEXT i
70      LOOP
#

ＬＩＳＴコマンドの一番目の引き数は表示開始行です。ＬＩＳＴ　０＜Ｅｎｔｅｒ＞とすれば最初からの表示になり
ます。また、次のように第二引き数をあたえるとその行数分だけ表示します。第二引き数を省略するとその値は２０
になります。ＬＩＳＴ＜Ｅｎｔｅｒ＞のみでは続きを表示します。

#list 20 5
20        FOR i=0 TO 47
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30          ON i
40          TIME 100
50          OFF i
60        NEXT i
#list
70      LOOP
#

３）３）３）３）３）プログラムの編集プログラムの編集プログラムの編集プログラムの編集プログラムの編集
☆削　除☆削　除☆削　除☆削　除☆削　除
プログラムの一行を削除をしてみます。例えば、４０　ＴＩＭＥ　１００　を削除するには次の３つの方法がありま
す。

①コマンドで　ＤＥＬ　４０＜Ｅｎｔｅｒ＞と入力する。
②４０＜Ｅｎｔｅｒ＞を実行する。
③カーソルを４０の行に移動して＜Ｃｔｒｌ＞＋＜Ｙ＞を押す。

再び４０　ＴＩＭＥ　１００を入力するには

40 time 100

とします。

☆追　加☆追　加☆追　加☆追　加☆追　加
文番号５０と６０の間に、ＴＩＭＥ　１００を追加してどの入力もオンしていない時間を０．１秒確保します。それ
には、

55 TIME 100

と入力します。
このように、プログラムを追加する場合は前後の文番号の間の数を指定します。また、文番号６０の行にカーソルを
移動して＜Ｃｔｒｌ＞＋＜Ｎ＞を押すとその行の上に自動的に文番号５５を挿入します。

#55 time 100
list 0
10      DO
20        FOR i=0 TO 47
30          ON i
40          TIME 100
50          OFF i
55          TIME 100
60        NEXT i
70      LOOP
#

＜Ｃｔｒｌ＞＋＜Ｎ＞の実行例

#list 0
10      DO
20        FOR i=0 TO 47
30          ON i
40          TIME 100
50          OFF i
55        ■
60        NEXT i
70      LOOP
#

もし前後の間隔が無いときはＲＮＭコマンドで文番号を付け直しておきます。

#rnm
#list 0
10      DO
20        FOR i=0 TO 47
30          ON i
40          TIME 100
50          OFF i
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60          TIME 100
70        NEXT i
80      LOOP
#

４）４）４）４）４）プログラムの実行プログラムの実行プログラムの実行プログラムの実行プログラムの実行
☆実　行☆実　行☆実　行☆実　行☆実　行
プログラムの実行コマンドはＲＵＮ＜Ｅｎｔｅｒ＞です。ＲＵＮと入力します。このプログラムは０から４７までの
出力ポートを順番にオン・オフしますから、ＭＯＰ－０４８上のＬＥＤが順に点滅するのを見ることができます。

☆停　止☆停　止☆停　止☆停　止☆停　止
実行中のプログラムを停止するには＜Ｃｔｒｌ＞＋＜Ａ＞を押します。＜Ｃｔｒｌ＞＋＜Ａ＞を押すと次のように停
止時の各タスクの状態が表示されます。ここではタスク０が文番号６０で停止、その他のタスクは未使用であること
を表しています。

#RUN ・・・＜Ｃｔｒｌ＞＋＜Ａ＞　で停止
   *0  [60]
#

☆修　正☆修　正☆修　正☆修　正☆修　正
プログラムの修正はカーソルをその行に移動し、必要な処を入力しなおし＜Ｅｎｔｅｒ＞を押して完了です。

５）５）５）５）５）プログラムの保存プログラムの保存プログラムの保存プログラムの保存プログラムの保存（（（（（セセセセセーーーーーブブブブブ）））））、、、、、読み込み読み込み読み込み読み込み読み込み（（（（（ロロロロローーーーードドドドド）））））、、、、、確認、確認、確認、確認、確認、消去消去消去消去消去
作ったプログラムをディスクにセーブしたりロードするには、ファンクションキーを使用します。

☆保　存☆保　存☆保　存☆保　存☆保　存
DOS版 プログラムをセーブするには＜ｆ・８＞［ＳＡＶＥ］を押します。ファイル名を入力して＜Ｅｎｔｅｒ＞を

押します。

Win版 ＜ｆ・９＞［Ｆｉｌｅ］→[ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ保存]を選択します。ダイアログにファイル名を入力して［保存］を押
します。

ディスクにはこのファイル名に"．Ｆ６８"という拡張子を付けてＴＸＴ形式でセーブします。例えば、ファイル名を
"ＡＨＯ"とするとディスクには"ＡＨＯ．Ｆ６８"という名称でセーブされます。ファイル名は半角文字で８文字以
内です(DOS)。ディスクにセーブされたプログラムには文番号が有りません。市販エディターによるプログラムの編集
が効率よく行えます。

DO
  FOR i=0 TO 47
    ON i
    TIME 100
    OFF i
    TIME 100
  NEXT i
LOOP

☆読み込み☆読み込み☆読み込み☆読み込み☆読み込み
DOS版 ＜ｆ・６＞［ＬＯＡＤ］を押します。ファイル名を入力して＜Ｅｎｔｅｒ＞を押します。

Win版 ＜ｆ・９＞［Ｆｉｌｅ］→[ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込]を選択します。ダイアログでファイルを選択して［開く］を押し
ます。

ファイル名には"．Ｆ６８"を付けてディスクからロードします。例えば、ファイル名に"ＡＨＯ"を指定すればディ
スクの"ＡＨＯ．Ｆ６８"というファィルをロードします。文番号はロード時に自動的に１０番から１０間隔で付けら
れます。
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☆ディスクのファィルの確認☆ディスクのファィルの確認☆ディスクのファィルの確認☆ディスクのファィルの確認☆ディスクのファィルの確認
DOS版 ＜ｆ・５＞［ＦＩＬＥＳ］を押すとディスクにセーブされているファイル名を表示します。

Win版 ＜ｆ・９＞［Ｆｉｌｅ］→[Explorer]を選択します。Ｗｉｎｄｏｗｓのエクスプローラーを実行します。

☆ディスクのファイルの消去☆ディスクのファイルの消去☆ディスクのファイルの消去☆ディスクのファイルの消去☆ディスクのファイルの消去
DOS版 ＜ｆ・７＞［ＫＩＬＬ］を押すと消去するファイル名を聞いてきます。ファイル名を入力して＜Ｅｎｔｅｒ

＞を押します。一度消したファイルは元に戻せないので注意が必要です。

Win版 エクスプローラーなどで削除してください。

６）６）６）６）６）Ｉ／ＯチェックＩ／ＯチェックＩ／ＯチェックＩ／ＯチェックＩ／Ｏチェック
配線終了後の必須事項として、また保守に欠かせないのがＩ／Ｏチェックです。Ｉ／Ｏチェッカーは効率良く入出力
の接続を確認できるツールです。

☆Ｉ／Ｏチェッカー☆Ｉ／Ｏチェッカー☆Ｉ／Ｏチェッカー☆Ｉ／Ｏチェッカー☆Ｉ／Ｏチェッカー「「「「「ＩＩＩＩＩＯＯＯＯＯＣＣＣＣＣ」」」」」についてについてについてについてについて
DOS版 ＦＴＭ（DOS）のＩ／Ｏチェッカーは別の実行ファイルです。機種に対応したＩＯＣをＦＴＭと同じディレ

クトリーに配置してください。
ＦＴＭ ＩＯＣ．ＥＸＥ
ＦＴＭ３１Ｊ ＩＯＣ３１．ＥＸＥ

Win版 ＩＯＣはＦＴＭＷ３２に組み込まれています。

☆ＩＯＣの起動☆ＩＯＣの起動☆ＩＯＣの起動☆ＩＯＣの起動☆ＩＯＣの起動
DOS版 次のキー操作でＦＴＭから実行できます。

ＦＴＭ Ｃｔｒｌ＋＾
ＦＴＭ３１Ｊ、ＦＴＭ３１Ｅ Ｃｔｒｌ＋－

上画面が出力のＯＮ／ＯＦＦです。←→↑↓キーでカーソル移動、スペースキーでＯＮ／ＯＦＦします。
下画面は入力のモニターです。［ｆ・１］でスクロールＵｐ、［ｆ・２］でスクロールＤｏｗｎです。

Win版 ＜ｆ・８＞［Ｅｄｉｔｏｒ］→［Ｉ／Ｏ Ｃｈｅｃｋｅｒ］または、編集画面で「IOC<cr>」と入力します。
上画面が出力のＯＮ／ＯＦＦです。ボタンを押して下さい。
下画面は入力のモニターです。

７）７）７）７）７）ＭＰＣのデバッグについてＭＰＣのデバッグについてＭＰＣのデバッグについてＭＰＣのデバッグについてＭＰＣのデバッグについて
☆基本編☆基本編☆基本編☆基本編☆基本編
デバッグは、プログラムを実行して、ランタイムエラーをつぶし、プロセスを追跡し、変数やＩ／Ｏの状態を確認し、
修正変更する作業です。
ＭＰＣの基本的なデバッグテクニックとして次の方法があります。

①実行(RUN)＆停止(Ctrl+A)後、停止行から実行位置を調べたり変数やＩ／Ｏを確認する。
②プログラムにＰＲＩＮＴやＩＮＰＵＴコマンドを仕込み、実行位置・変数・Ｉ／Ｏをモニターしたり、変数
　の変更を行う。
③ＴＯＮ、ＲＵＮ＆ＣＮＴなど６８４のデバッグコマンドや、ＭＢＫ－６８を用いて実行位置をモニターす
　る。
④ＭＩＰ／ＭＯＰ／ＩＯＤやＭＰＧのＬＥＤでＩ／Ｏ・パルス発生を監視する。
⑤これらを組み合わせた方法

Ｃｔｒｌ＋Ａでプログラムを停止すると各タスクの停止行が表示されます。再表示するにはＭＯＮコマンドまたはＣ
ｔｒｌ＋Ｍです。Ｃｔｒｌ＋Ｍは各タスクのＬＩＳＴを１行ずつ表示します。頻繁に使用するＰＲＩＮＴ [変数]やＬ
ＩＳＴ [ラベル]などはＦＴＭのＵｓｅｒファンクションに登録して下さい。オフラインでのプログラム編集は市販エ
ディターを用います。
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☆上級編☆上級編☆上級編☆上級編☆上級編
ＭＰＣの通信インターフェースはメインタスク（ﾀｽｸ0）です。メインタスクでプログラムが実行されている間はＰＲ
ＩＮＴによる表示とＩＮＰＵＴの入力以外はＭＰＣとのコミュニケーションはできませんが、メインタスクをＥＮＤ
終了すると子タスクを実行したままＦＴＭにプロンプトが戻り、コマンドの実行が可能な状態になります。

10        FORK 1 *task1 ←子ﾀｽｸ起動
20        END ←ﾒｲﾝﾀｽｸ終了
30      *task1
40        DO
50          FOR i=0 TO 256 : TIME 100 : NEXT i
60        LOOP
#run
#print i ←ﾘｱﾙﾀｲﾑで変数を監視
77
#print i
101
#       *0   [20] ←Ctrl+AではなくCtrl+]で停止
        *1   [50]
# ←Ctrl+M
TASK0 20          END
TASK1 50          FOR i=0 TO 256 : TIME 100 : NEXT i

※この方法はＭＰＣやマルチタスク、ＦＴＭの特性を深く理解した上で実行してください。
※変数の操作やLIST表示はできますがプログラムを変更すると全てのタスクは停止します。

８）８）８）８）８）システムローダーについてシステムローダーについてシステムローダーについてシステムローダーについてシステムローダーについて
☆システムローダーの目的☆システムローダーの目的☆システムローダーの目的☆システムローダーの目的☆システムローダーの目的
１９９７年以降ＭＰＣはそれまでのＥＰＲＯＭに替えてフラッシュＲＯＭ（以下ＦＲＯＭ）を搭載しています。ユー
ザープログラムやＭＰＣのＯＳにあたるシステムデータをＦＲＯＭに書き込み、プログラム保護・システムの信頼性・
安定性の向上を図っています。また、ＥＰＲＯＭ時代ではＲＯＭ交換で行っていたＭＰＣのアップデートやモード変
更をＦＲＯＭのシステムデータ書き替えで実現しました。システムローダーはそのシステムデータを転送・更新する
ツールです。転送はプログラムケーブルを用いてＭＰＣのプログラムポートを通して行われるので、基板の脱着など
の煩わしい作業も無くなりました。

☆システムローダーの種類☆システムローダーの種類☆システムローダーの種類☆システムローダーの種類☆システムローダーの種類
次のシステムローダーからＰＣ機種、ＯＳに適したものを選択して下さい。

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／ＮＴ４．０(日本語) ＳＹＳＬＤＷ３２ （FTMW32 SetupDiskでｲﾝｽﾄｰﾙ）
ＮＥＣ ＰＣ９８互換（DOS） ＳＹＳＬＤ
ＤＯＳ／Ｖ（日本語DOS） ＳＹＳＬＤ３１
ＰＣ／ＡＴ（英語DOS） ＳＹＳＬＤ３１

☆システムローダーに必要なファイル☆システムローダーに必要なファイル☆システムローダーに必要なファイル☆システムローダーに必要なファイル☆システムローダーに必要なファイル
システムローダーに必要なファイルは、「＊．ＳＲ」（６８４システムデータ）と「＊．６８Ｋ」（改版記録などが記載
されているＭＡＰファイル）です。最新版は弊社のＷＷＷホームページから無償でダウンロードができます。
※「＊．ＳＲ」と「＊．６８Ｋ」は必ず同一ディレクトリーに配置してください。

☆システムローダーの操作手順☆システムローダーの操作手順☆システムローダーの操作手順☆システムローダーの操作手順☆システムローダーの操作手順
この作業でＭＰＣ内のプログラムとポイントデータはクリアされます。必要に応じて事前に保存して下さい。
DOS版

①ＭＰＣの電源を切りパソコンとプログラムケーブルで接続し、システムローダーを起動して下さい。
②ＭＰＣ機種を選択ください（<f･1>=816、<f･2>=68K）。
③ダイアログでＭＡＰファイルを選択してください（例 68M.68K、P330.816）
④バージョンデータでＲｅｖを確認して、良ければ＜ｆ・３＞ＤｏｗｎＬｄを押してください。
⑤ＭＰＣの電源を入れると自動的に転送を開始します。
⑥転送が終了したら一旦ＭＰＣの電源を切って下さい
⑦システムローダーを終了し、ＦＴＭとリンクしてください。。
⑧ＭＰＣＩＮＩＴコマンドとＥＲＡＳＥコマンドを実行してＭＰＣを初期化します。
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Win版
①ＭＰＣの電源を切りパソコンとプログラムケーブルで接続し、ＦＴＭＷ起動メニューからシステムローダー
　を起動して下さい。
②Ｃｏｍｍ(RS-232C)ポートを選択後、機種で６８Ｋボタンを押してください。
③ダイアログでＭＡＰファイルを選択してください（例 68M.68K）
④バージョンデータでＲｅｖを確認してください。
⑤ＭＰＣの電源を入れると自動的に転送を開始します。
⑥転送が終了したら一旦ＭＰＣの電源を切って下さい
⑦システムローダーを終了し、ＦＴＭＷ３２とリンクしてください。。
⑧ＭＰＣＩＮＩＴコマンドとＥＲＡＳＥコマンドを実行してＭＰＣを初期化します。
（FTMW32 Rev5.22c以降では<f･12>でｼｽﾃﾑﾛｰﾀﾞｰを起動できます。）

９）９）９）９）９）英語版およびアップデートサービスについて英語版およびアップデートサービスについて英語版およびアップデートサービスについて英語版およびアップデートサービスについて英語版およびアップデートサービスについて
☆海外でのＭＰＣ運用に対応した英語版ＦＴＭの用意があります。☆海外でのＭＰＣ運用に対応した英語版ＦＴＭの用意があります。☆海外でのＭＰＣ運用に対応した英語版ＦＴＭの用意があります。☆海外でのＭＰＣ運用に対応した英語版ＦＴＭの用意があります。☆海外でのＭＰＣ運用に対応した英語版ＦＴＭの用意があります。

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／ＮＴ４．０(英語) ＦＴＭＷ３２Ｅ （SetUpDiskがあります）
ＰＣ／ＡＴ(英語DOS) ＦＴＭ３１Ｅ（Ｉ／ＯチェッカーはＩＯＣ３１Ｅ）

☆アップデート☆アップデート☆アップデート☆アップデート☆アップデート
全てのアプリケーションは弊社のホームベージからダウンロードすることができます（無償）。
ＦＤをご入用の場合は弊社営業係までご請求下さい。その場合には有償となることがあります。

１０）１０）１０）１０）１０）動作保証／免責動作保証／免責動作保証／免責動作保証／免責動作保証／免責
可能な限り実機での動作確認を行っておりますが、無数のハード／ＯＳ、およびそれらの改版、ユーザーの使用環境
等々、全てに対して動作を保証するものではありません。また、運用結果について弊社は一切の責任を負いません。使
用者の責任において運用してください。

１．１．１．１．１．６　ＷｉｎｄｏｗｓでのＭＰＣプログラム開発について６　ＷｉｎｄｏｗｓでのＭＰＣプログラム開発について６　ＷｉｎｄｏｗｓでのＭＰＣプログラム開発について６　ＷｉｎｄｏｗｓでのＭＰＣプログラム開発について６　ＷｉｎｄｏｗｓでのＭＰＣプログラム開発について

Ｗｉｎｄｏｗｓ環境でのＭＰＣのプログラム開発用ツールとして次のアプリケーションやコマンドリファレンス(HLP)
をリリースしています。これらは「ＦＴＭ Ｔｏｏｌｓ ｆｏｒ Ｗｉｎｄｏｗｓ」ＳｅｔｕｐＤｉｓｋでインストー
ルできます。

ＦＴＭＷ３２．ＥＸＥ Ｗｉｎｄｏｗｓ版ＦＴＭ
ＭＰＣＥＤ．ＥＸＥ オフラインエディタ
ＳＹＳＬＤＷ３２．ＥＸＥ ＭＰＣシステムローダ
ＰＮＴＥＤ．ＥＸＥ ＭＰＣポイントエディタ
ＡＣＴＥＲＭ．ＥＸＥ ＲＳ－２３２Ｃ汎用ターミナル
ＬＩＮＥＭＯＮ．ＥＸＥ ＲＳ－２３２Ｃラインモニタ
ＡＦＳＣＣ．ＥＸＥ ６８Ｋプログラム簡易チェッカー
ＭＰＣ－６８Ｋ／８１６ コマンドリファレンス（ＨＬＰ形式）
各アプリケーションのヘルプ
アプリケーションの実行に必要なＯＣＸ／ＤＬＬ
（内容は変更される場合があります）

動作環境はＷｉｎｄｏｗｓ９５／９８／ＮＴ４．０以上が動作しＲＳ－２３２Ｃポート（LINEMONは2Ch）を有するマ
シン。ノート／デスクトップは問いません。ＭＰＣとの接続は専用ケーブルを用います。（機種によりRS-232Cと赤外
線通信（IrDA）が排他使用となる場合があります。PCの説明書に従いｾｯﾄｱｯﾌﾟして下さい）
ＳｅｔｕｐＤｉｓｋおよび各アプリケーションは弊社のホームページからダウンロードできます。ＦＤを希望の場合
は営業係へ請求して下さい。

１）１）１）１）１）ＦＴＭＷ３２概要ＦＴＭＷ３２概要ＦＴＭＷ３２概要ＦＴＭＷ３２概要ＦＴＭＷ３２概要
次はＦＴＭＷ３２についての概要です。詳細はＦＴＭＷ３２．ＨＬＰをご覧下さい。
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☆ファンクションキーの機能☆ファンクションキーの機能☆ファンクションキーの機能☆ファンクションキーの機能☆ファンクションキーの機能

ｆ・１ Ｈｅｌｐ コマンドにカーソルを合わせキーを押すとミニヘルプを表示します。ＦＴＭＷ３２と同じ
ディレクトリーにＭＣＶ．ＥＸＥとデータファイルが必要です。

ｆ・２ Ｈｉｓｔ 実行したダイレクトコマンドの履歴を表示します。同じコマンドを繰り返し実行する場合
などに有用です。

ｆ・３ Ｕｓｅｒ 頻繁に使うコマンドを登録してください。登録内容はＦＴＭＷ３２終了後も保持されま
す。「/*」の後ろにコメント文が書けます。

ｆ・４ ＬＩＳＴ ＬＩＳＴコマンドを実行します。ＬＩＳＴ文字表示のみ（DOS FTM互換）の設定はＳｅｔ
ｔｉｎｇｓで行います。

ｆ・５ Ｃｌｓ 編集画面をクリアーします。
ｆ・６ ＳＥＴＩＯ 全出力をオフします。
ｆ・７ Ｖｌｉｓｔ ［ﾗﾍﾞﾙ一覧］

プログラムで宣言されているラベルの一覧を表示します。ラベル名を選択して[Enter]で
ラベルからＬＩＳＴを表示します。
［変数一覧］
プログラムで使用されている変数の一覧を表示します。変数名を選択して[Enter]で変数
値を表示します。これらの一覧は昇順ソートされていますから、ラベルの重複、変数名の
タイプミスのチェックにも役立ちます。
［ﾗﾍﾞﾙ再取得］［変数再取得］
ラベル・変数一覧は自動更新されません。プログラム変更後は再取得してください。
［停止行ﾘｽﾄ］
Ｃｔｒｌ＋Ｍと同等機能
［MPC強制停止］
Ｃｔｒｌ＋］と同等機能
［FTMW32操作ｷｰ一覧］
カーソル移動・編集などのキー操作の一覧を表示します。

ｆ・８ Ｅｄｉｔｏｒ ［外部ｴﾃﾞｨﾀｰでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ編集]
エディターを起動します。エディターの登録はオープニングのＳｅｔｔｉｎｇｓ内で行い
ます。
［Ctrl+Yで消去したList]
Ｃｔｒｌ＋Ｙで消したプログラムＬＩＳＴを表示します。ＬＩＳＴからの復活も可能で
す。
［一時ﾒﾓｳｨﾝﾄﾞｳ]
メモ用のテキストボックスを開きます。編集画面の文字を選択した状態でｆ・１１を押せ
ばその文字がペーストされます。[Esc]でウィンドを閉じます。
［I/O Checker]
Ｉ／Ｏチェッカーを起動します。
［Tool]
ＦＴＭＷ３２の外部ツールを起動します。（マクロファイルが必要です）

ｆ・９ Ｆｉｌｅ ［ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ読込]
パソコンのプログラムをＭＰＣに読み込みます。
［ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ保存]
ＭＰＣ内のプログラムをパソコンに保存します。
［点ﾃﾞｰﾀ読込]
パソコンの点（ﾎﾟｲﾝﾄ）データをＭＰＣに読み込みます。
［点ﾃﾞｰﾀ保存]
ＭＰＣ内の点（ﾎﾟｲﾝﾄ）データをパソコンに保存します。
［編集画面ﾌｫﾝﾄ]
編集画面のフォント名とサイズを設定します。デフォルトはＴｅｒｍｉｎａｌフォントの
１４Ｐです。「文字飾り」「スタイル」は無効です。
［Explorer]
エクスプロラーを起動します。
［Log]
チェック状態でＬｏｇファイルに通信内容を記録します。ファイルサイズはＳｅｔｔｉｎ
ｇｓ内で設定します（デフォルトサイズは３０kbyte）
［Stop Watch]
プログラム実行時間計測用のストップウォッチです。チェック状態で機能します。プログ
ラムにスタート（PUT &H15）、ストップ（PUT &H16）を記述してください。結果はステー
タスバーに表示されます（単位msec）。

ｆ・１０ Ｑｕｉｔ 編集画面を閉じてオープニングメニューに戻ります。この時点でＣｏｍｍポートはクロー
ズされます。
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キー操作 機　能

＜ＣＴＲＬ＞＋＜Ｅ＞、↑ カーソルを１行上に移動します。

　　　　　　　＜Ｘ＞、↓ カーソルを１行下に移動します。

　　　　　　　＜Ｄ＞、→ カーソルを１文字右に移動します。

　　　　　　　＜Ｓ＞、← カーソルを１文字左に移動します。

　　　　　　　＜Ａ＞、Ｈｏｍｅ カーソルを行の左端に移動します。

　　　　　　　＜Ｆ＞、Ｅｎｄ カーソルを行の右端に移動します。

　　　　　　　ＰａｇｅＤｏｗｎ 画面を１画面分ロールダウンします。

　　　　　　　ＰａｇｅＵｐ 画面を１画面分ロールアップします。

キー操作 機　能

＜ＣＴＲＬ＞＋＜Ｂ＞ カーソル行に空白行挿入

　　　　　　　＜Ｎ＞ カーソル行にプログラム行（または空白行）挿入

　　　　　　　＜Ｙ＞ プログラム削除（ＭＰＣ内のプログラムを削除します）

Ｄｅｌｅｔｅ 文字を削除（画面表示）

Ｉｎｓｅｒｔ １文字分の空白挿入

＜ＣＴＲＬ＞＋＜Ｋ＞ カーソル後方の文字を削除（画面表示）

＜ＣＴＲＬ＞＋＜Ｕ＞ カーソル前方の文字を削除（画面表示）

＜ＣＴＲＬ＞＋＜Ｑ＞ 画面クリアー

キー操作 機　能

＜ＣＴＲＬ＞＋＜Ｍ＞ 各タスクの停止行表示

　　　　　　　＜］＞ ＭＰＣにリセットコード（ＳＯＨ）を出力

　　　　　　　＜［＞ ＲＵＮ（カーソルは最下行に移動）

☆キー操作☆キー操作☆キー操作☆キー操作☆キー操作
カーソル移動

編集

その他

☆プログラムの実行と停止☆プログラムの実行と停止☆プログラムの実行と停止☆プログラムの実行と停止☆プログラムの実行と停止
プログラムの実行はＲＵＮコマンドまたはCtrl+[です。
実行中のプログラムを停止するにはCtrl+Aと入力します。全てのタスクが停止してその状態が表示されます。

☆ＭＰＣ－６８４関係ファイル☆ＭＰＣ－６８４関係ファイル☆ＭＰＣ－６８４関係ファイル☆ＭＰＣ－６８４関係ファイル☆ＭＰＣ－６８４関係ファイル
ＭＰＣ－６８４関係のファイルは次の通りです。

２）２）２）２）２）ＦＴＭＦＴＭＦＴＭＦＴＭＦＴＭ     Ｔｏｏｌｓの概要Ｔｏｏｌｓの概要Ｔｏｏｌｓの概要Ｔｏｏｌｓの概要Ｔｏｏｌｓの概要
ＦＴＭ ＴｏｏｌｓはＭＰＣのプログラム開発支援・保守を目的としたアプリケーションで、次はそれらの概要です。
詳細は各アプリケーションのＨＬＰをご覧下さい。

拡張子 内　容

Ｆ６８ ソースプログラム

Ｐ６８ ポイントデータ

ＳＲ システムデータファイル

６８Ｋ システムローダーＭＡＰファイル
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☆オフラインエディタ☆オフラインエディタ☆オフラインエディタ☆オフラインエディタ☆オフラインエディタ ＭＰＣＥＤＭＰＣＥＤＭＰＣＥＤＭＰＣＥＤＭＰＣＥＤ
ＭＰＣＥＤはＭＰＣプログラム編集に特化したエディタです。ラベル・制御文・コメントの色分け表示、ラベルジャ
ンプ、簡易コマンドリファレンスなど、オフラインでのプログラム作成に適しています。

☆プログラムチェッカー☆プログラムチェッカー☆プログラムチェッカー☆プログラムチェッカー☆プログラムチェッカー ＡＦＳＣＣＡＦＳＣＣＡＦＳＣＣＡＦＳＣＣＡＦＳＣＣ
ＡＦＳＣＣはプログラムの簡易チェッカーです（この"簡易"とは簡単なチェックしかできないという意味です）。オ
フラインでソースプログラムのチェックをします。ラベル重複、ＤＯ～ＬＯＯＰ、ＩＦ～ＥＮＤ＿ＩＦなどの対応を
確認ができます。
※ＡＦＳＣＣはプログラムの動作を保証するものではありません。

☆ポイントエディター☆ポイントエディター☆ポイントエディター☆ポイントエディター☆ポイントエディター ＰＮＴＥＤＰＮＴＥＤＰＮＴＥＤＰＮＴＥＤＰＮＴＥＤ
ＰＮＴＥＤはポントデータの編集ツールです。オンライン、オフラインどちらでも使用できます。ＭＰＣのＸＹＵＺ
の座標値を表計算風に編集することができます。
（FTMW32 Rev5.22c以降f･12で起動できます）

☆ＲＳ－２３２Ｃ汎用ターミナル☆ＲＳ－２３２Ｃ汎用ターミナル☆ＲＳ－２３２Ｃ汎用ターミナル☆ＲＳ－２３２Ｃ汎用ターミナル☆ＲＳ－２３２Ｃ汎用ターミナル ＡＣＴＥＲＭＡＣＴＥＲＭＡＣＴＥＲＭＡＣＴＥＲＭＡＣＴＥＲＭ
パソコン、タッチパネル、画像処理装置などのＲＳ－２３２Ｃ機器とＭＰＣの通信プログラムを開発する場合、通信
プロトコルの解析や動作の確認が重要です。いきなりＭＰＣと通信機器を接続するよりも、事前にターミナルを用い
て通信内容を明確にするのが正攻法です。ＡＣＴＥＲＭは無手順のターミナルです。無加工のキャラクター送受信を
行います。また、ＭＰＣとＦＴＭが接続できないときなどの確認にも利用できます。
（ＭＰＣのプログラム編集には使えません）

☆ＲＳ－２３２Ｃラインモニター☆ＲＳ－２３２Ｃラインモニター☆ＲＳ－２３２Ｃラインモニター☆ＲＳ－２３２Ｃラインモニター☆ＲＳ－２３２Ｃラインモニター ＬＩＮＭＯＮＬＩＮＭＯＮＬＩＮＭＯＮＬＩＮＭＯＮＬＩＮＭＯＮ
ＬＩＮＥＭＯＮはＲＳ－２３２Ｃ通信の経路に挿入し双方向の通信内容を表示します。たとえば、ＭＰＣとタッチパ
ネルの通信内容を具体的に知ることができます。ＬＩＮＥＭＯＮの実行には２ＣＨのＲＳ－２３２Ｃポートを同時に
使えるＰＣが必要です。
（例： 多くのDESK TOPﾀｲﾌﾟのDOS/V機は2CH有ります。ﾉｰﾄﾀｲﾌﾟではPCMCIA RS-232Cｶｰﾄﾞで増設可能な機種があります）

☆システムローダー☆システムローダー☆システムローダー☆システムローダー☆システムローダー ＳＹＳＬＤＷ３２ＳＹＳＬＤＷ３２ＳＹＳＬＤＷ３２ＳＹＳＬＤＷ３２ＳＹＳＬＤＷ３２
ＭＰＣのアップデートやモデル(l/m/s)変更をする時のシステムデータ転送を行います。転送にはシステムデータ(*.SR)
とマップファイル(*.68K)が必要です。システムデータはホームページで公開しています。ＭＰＣのメンテナンスには
欠かせない必須ツールです。
（FTMW32 Rev5.22c以降f･12で起動できます）


